
DressCircle新聞Vol.19

Corporate philosophy
酒と生きる

Vision
美味しいをもっと、ワクワクをもっと

Mission
常にヒット商品を生み出し
常に新しイベントを実施し
常に驚きをデザインする
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毎月第一水曜日発行

【なぜ長期的目標からなのか】

「この壺は満杯か？」
ある大学であったという授業。教授は「クイズの時間
だ」と言って、大きな壺を教壇に置いた。その壺に教
授は一つ一つ岩を詰めていきました。岩で壺がいっぱ
いになると教授は生徒たちに尋ねました。
「この壺は満杯か？」
生徒たちはみんな「はい」と答えました。
教授は「本当かい？」と言いながら今度はバケツに
入った砂利を持ちだしました。その砂利を岩の詰まっ
た壺に流し込み、ゆさゆさと壺を振って隙間を埋めて
いきました。教授は再び生徒たちに尋ねました。
「この壺は満杯か？」
学生たちは答えられず黙っています。1人の生徒が「た
ぶん違う」と答えました。教授は笑いながら「そう
だ」と言い、今度は砂の入ったバケツを取り出しまし
た。そして岩と砂利の詰まった壺に、その砂をさらさ
らと流しこみました。教授は再び質問します。
「この壺は満杯か？」
今度は生徒たちは声を揃えて「いや」と答えました。
すると教授は水差しを取り出して岩と砂利と砂の詰
まった壺に水を流し込んでいきました。
壺の縁までなみなみと水を注いだ後に生徒たちに最後
の質問を投げかけました。
「僕が何を言いたいのかわかるだろうか？」
1人の学生が手を挙げて答えました。
「どんなに忙しくてスケジュールが厳しい時でも、最
大限に努力をすればいつでも予定を詰め込むことは可
能だということです。」
教授はこの回答に「それは違う」と答えました。
「重要なポイントはそこではない。この例が私たちに
示してくれる真実は、大きな岩を先に入れない限り、
それが入る余地は、その後二度とないということなん
だ」
君たちにとって「大きな岩とはなんだろう」と教授は
話を続けました。
「それは志であったり、愛する人であったり、仕事で
あったり、家庭であったり、自分の夢であったり。こ
こで言う大きな岩とは君たちにとって一番大事なもの
だ。それを最初に壺の中に入れなさい。さもないと君
たちはそれを永遠に失う事になる。」

【4月の情報】
店長会議：11:00～inTOKUTOUSEKI

4月4日:萩原マネージャー管轄
4月8日: 八田マネージャー管轄
4月9日:水谷マネージャー管轄

4月10日:高山マネージャー管轄 

公休8日 春休み1日 計9日休み
社長会：4月16日(火)予定

Birthday休暇:星名理江

【3月のRECOGトップ５】
第1位:雨宮春仁 （1865×100＝185500）
第2位:八田克也 （1759×100＝175900）
第3位:松山洋介 （1511×77＝116347）
第4位:水谷なつみ（1236 ×89＝110004）
第5位:門隆太 （1422×71＝100962）
※獲得ポイント×称賛レベルで算出。

【 3月19日社長会 】

府中の名店「ぶら日」さんで3月生まれのス
タッフと乾杯させて頂きました
なぜか3月生まれでないスタッフもいますが
そこは気にしないでください 4月は社長の
誕生日だよーー

この中に帰り行
方不明になった
スタッフがいま
す！！！


	スライド 1

